
森 林 と 開 発

良正川市

自
然
と
森
林

に
対
す
る
考
え
方

の
転
換
期

に
対
応
し
て
昭
和
四

十

九
年
四
月

「
北

海
道

の
森
林
を
よ
く
す

る
会
」
が
設
け
ら
れ
、

本
道

の
森
林
資

源
の
増
強

と
都
市
の
環
境
緑
化

の
課
題
を
ど
う
解

決
す
る
か
に

つ
い
て
、
三

力
年
に
わ

た
り
広
く
各
界

の
意

見
を
求

め
、
本
年
二
月

に

「
北
海
道

の
土
地
利
用
と
農
林

水
産
業
」

お
よ

び

「
さ

っ
ぽ
ろ

の
都
市
林
」

に
つ
い
て
の
提
言
を
ま
と
め
、
関
係

方
面

に
提

出
し
た
。
先
般
、
私
は
こ
れ
ら

の
資
料

を
ま
と

め
て
発

刊
し
た
が
、
今

回
は

「
森
林

と
開
発
」
と
題
し
て
簡
単

に
要
約
補

足
す
る
こ
と
に
し
た
。

鰯
、
国
土
利
用
計
画
と
森
林

高
度
成
長
経
済
下

の
国
土

の
乱
開
発
を
防
止
す

る
た

め
、
昭
和
四
十

九
年

六
月

、
国
土
利
用
計
画

法
が
制
定

さ
れ
た
。
こ
の
法
律

は
国
土
は
有
限

で

国
民

の
生
活
と
生
産

の
共
通
資
産

で
あ
り
、
公
共

福

祉
優
先

の
原
則

に
立

っ
て
自
然
環
境

の
保
全

に

努

め
、
健
康

で
文
化
的
生
活
環
境
づ
く
り
と
国
土

の
パ
ラ
ソ
ス
の
あ
る
利
用
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的

と
し
て
い
る
。
国
土
計
画
は
総
合
計
画
的
な
国

土
の
利
用
を
は
か
る
た
め

の
長
期

の
目
標
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
之
し
て
、
土
地
の
利
用

、
保
全
、
開
発
に
関

す
る
計
画
構
想

の
規
制
要
因

と
し
て
機
能
す

る
も

の
で
、
具
体
的
な
土
地
利
用
を
規

制
す
る
根
拠

に

は
な
ら
な

い
。
国
土
利
用

の
在
り
方

に

つ
い
て
国

と
地
方
公
共
団
体

の
目
標
を
示
し
、
行
政

の
指
針

で
あ

る
と
と
も
に
、
国
土
利
用
に

つ
い
て

の
各
種

計
画

の
基
本
と
し
て
利
用

さ
れ

る
も

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和

六
十
年

を
目
標
年
次

に
お
い
て
、

地
目
区
分
別

に
国
土
を
ど
う
配
分
す
る
か
が
計
画

の
主
体

を
な
し
、
計
画
策
定

の
過

程

で
多
く

の
論

議
が
考

え
ら
れ

る
。

日
本

の
森
林

は
二
、
五
三
九
万
㎞
国
土
の
七
割

余

を
占

め
、
森
林

の
水
源

か
ん
養

、
国
土
の
保

全
、

国
民
の
保
健
休
養
な
ど
の
多
く

の
公
共
的

機
能
が

見
直
さ
れ
、
国
民
の
森
林

へ
の
期
待
要
請
が
高
ま

る
反
面

に
世
界

の
森
林
資
源
を
め
ぐ

る
情
勢

は
木

材
需
給
が

つ
づ
く
中

で
、
そ
の
需
要

の
六
割
を
海

外

に
依
存

し
、
き
わ

め
て
困
難
な
局
面
を
迎
え
て

い
る
。
ま
た
、
森
林

の
内
容

は
必
ず
し
も
十
分

に

整
備

さ
れ

て
お
ら
ず
、
一
方
、
林

地
の
ゴ
ル
フ
場
、

別
荘
な
ど

の
転
用

が
活
発
化
し
、
森
林
資
源

の
充

実

は
国
民
的
重
要
課
題
と
な
り
、
四
十

八
年

二
月

国
は

「
森
林
資
源

に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
設
定

し
た
。
五
〇
年
後

の
目
標
で
は
人

工
造
林
面
積
五

四
%
、

一
、
三

一
四
万
㎞
に
、
さ
ら
に
天
然
林

の

整
備

を
行

い
、
㎞
当
り
の
蓄
積
を
八
六
、
m
か
ら

一

四
八
,m
と
し
、
総
蓄
積

二

一
億
、
m
か
ら
三
六
億
3m

へ
、
林
道
密
度

二

・
四

m
/
㎞
か
ら

一
二

m
/

、m

に
、
別

に
作

業
道

は
三
〇

m
/
㎞
を
標
準

と
さ
れ
、

木
材
需
要
は

一
・
○
億
、m
か
ら

一
・
五
億
、m
と
し
、

自
給
率

は
四

六
%
か
ら
六
二
%

に
回
復
す
る
こ
と

と
し
た
。

森
林
施
業

は
森
林
生
態
系
と

自

然

環
境

の
保

全
、
国
民

の
多
様
な
森
林

へ
の
要
求
、
植
伐
均
衡

の
原
則
と
活
力
あ
る
森
林

の
育
成
、
公
共
お
よ
び

社
会
投
資

の
必
要
性
を
め
ざ

し
、
施
業
方
法

の
基

準
を
定
め
た
。
皆
伐
作
業

は
温
量
指
数
四
五
%
以

上
、
標
高

六
〇
〇

m
以
下
、
傾
斜
度

三
五
度
未
満
、

土
地
生
産
力

(
年
)
五
、m
/
㎞
、

一
伐
区
は
五
～

一
〇

㎞
程
度
と
さ
れ
、
択
伐
作
業
も
択
伐
率

一
〇

～

三
〇
%
程
度

、
一
〇
～
四
〇
年

サ
イ
ク
ル
と
し
、

本
道

で
は
八
○
O

m
以
上
は
禁
伐
と
す

る
原
則
な

ど
が
定
め
ら
れ
た
。

森
林
総
面
積
は
過

去
で
は

ほ
と
ん
ど
不
変

で
あ

っ
た
が

、
森
林
は
農
業
的
利
用

と
都
市
的
利
用

の

供
給
源
と
さ
れ
て
き
た
。
土
地
利
用
計

画
の
策
定

と
具
体
的
開
発
実
行

の
過

程
で
森
林
と
開
発
は
競

合
し
、
と
く
に
本
道
は
戦
後
開
拓

の
実
績
を
反
省

す
る
と
と
も

に
、
道
発
開
計
画
上
の
森
林
転
換
目
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標
が
大
き

い
の
で
実

行

に
際
し
慎
重
な
調
整

を
図

る
必
要
が
あ
る
。

二
、
農

業

開

発

農
業
的

土
地
利
用

は
昭
和
五
十
年
五
月
、
閣
議

決
定
の

「
農
産
物
需
給

と
供
給

に
関
す
る
長
期
見

通

」
が
論
拠

に
な

っ
て

い
る
。
主
食
用
殻
物
自
給

率

七

一
%
か
ら
七
三
%

へ
、
飼
料
自
給
率

四
六
%

か
ら
五

一
%
の
目
標
を
設
定
し
、
全
国

の
耕

地
面

積

四
十

八
年
五

六
九
万
㎞
か
ら
五
八
五
万
㎞
、
こ

の
間

、
耕
地

か
い
廃

面
積

七
〇
万

㎞
と
見
込
み
八

六
万

㎞
の
農
地
造
成
を
必
要

と
し
た
。

北 海 道 発 展 計 画(52.7)(単.位100.hα%)

地 目 区 分!5・ 年度62年 度騰 弦 〕額 『隔

農 用 地!11,345:14,520i14.5;18.51128

森 林155,996153,818171.3;68.595

原 野2,42790013.11.137

水面 、 河 川 、水 路i1,512…1,57211.9i2.0103　 　

道 路{1,34711,86211.72.4i138

宅 地81111,・7・1.◇1.4{132

(住 宅 地)1678・ 躍0・911.11124

(工 業 用 地)1831560.10.2188
　 　

墾∴ 譜趨 灘 孟繍 田
本
道

へ
の
期
待
量
は
全
国

の
六
〇

%
、
約
五
〇

万
と
さ
れ
て
い
る
。
五
十

二
年

八
月
、
道
国
土
利

用
計
画
審
議
会

の
答
申
で
は
五
〇
～

六
〇
年

の
目

標
で
農
用

地
は

一
一
三

・
四
万
㎞

か
ら

一
四
三

・

五
万
㎞
に
、
森
林
は
五
五
九

・
九
万
㎞
か
ら
五
四

一
万

㎞
に
、
原
野
は
二
四

・
二
万
㎞
か
ら

一
〇

・

五
万

㎞
に
、
宅
地
は
八

・
一
万
㎞
か
ら

一
〇

・
二

万

㎞
、
そ

の
他
五
〇

・
七
万
㎞
か
ら
四
五

・
九
万

㎞
と
さ
れ
、
農
用
地
拡
大

の
供
給
源

を
森
林
、
原

野
だ
け

で
な
く
、
雑
用
地
や
未

利

用

地

も
有

効

活
用
す

る
よ
う

に
原
案
が
二

・
二
万
㎞
修

正
さ
れ

た
。

し
か
し
五
十
二
年
七
月

に
策

定
し
た
新
道
発

展
計
画

(
50
～
60
)

は
次
表

の
ご
と
く
農
用
地

は

一
四
五

・
二
万
㎞
、
森
林

は
五
三
八
万

㎞
に
、

原
野

は
九
万
㎞
に
減
じ
、
宅
地

は

一
〇

・
七
万

㎞

に
な
り
、
農
用
地
は
増

三

一
・
七
万
㎞
、
森

林
は
減

二
〇

・
八
万
㎞
、
原
野

は
減

一
五

・
三

万
㎞
が
転
用
開
発
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。

ω

土

地
利
用
の
調
整

本
道

の
土
地
利
用

計
画

は
気
象
、
地
勢
、
土
壌

な
ど

の
特
殊
条
件

を
考
え
、
限
ら
れ
た
国
土
を
最
高
度

に
合
理
的

利
用
を
は
か
る
こ
と
を
基
本

と

す

べ
き

で

あ

る
。
農
林
水
産
業

は
生
活
基

本
財

を
安
定
、

か

つ
効
率

的
に
生
産
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民

の
福
祉

に
欠
く

こ
と

の
で
き
な

い
良
質

の
水
、

緑

の
空
間

、
快
適
な
居
住
環
境
、
自
然
景
観
な

ど
、
国
土
の
よ
い
環
境

を
保
全
す

る
基
本
的
役

割
を
果

た
す

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

し
か
も
自
然
と
社
会
環
境
を
最
適
に
保

全
す

る

に
は
、
生
態
学
的
考
え
方

と
新
し

い
技

術
、
判
断

基
準
、
行

・
財
政
的
対
策
の
在
り
方
を
明

ら
か
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
利
用
を
公
正
に
位
置
づ

け
、
地
域
全
体

の
バ
ラ

ソ
ス
の
と
れ
た
総
合
的
地

域
計
画

の
調
整
が

は
か
ら
れ
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

各
分
野
は
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
尊
重

し
、
か

つ
協

調

し
て
国
民
的
視

野
に
立
ち
、
地
域
住
民
を
主
体

と
し
た
生
産
基
盤

と
生
活
環
境
整
備

に
重
点
を

お

い
た
総
合
的
土
地
利
用
計
画
を
樹
立
す

べ
き

で
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
各
分
野

は
外
延
的
拡
大
を
は

か

る
前

に
、
ま
ず

内
部
的

土
地
利
用
集
約
化
と
生
産

力
増
強
を

は
か
る
具
体
的
施
策
を
確
立
す

る
必
要

が
あ

ろ
う
。

㈲

森
林
の
対
応
策

①
農
用
地
区
内

の
保
安

林
以
外

の
民
有
林

で
森
林
機
能

の
高

い
も

の
、
地

域
住
民

の
要
請
が
あ

る
も

の
、
環
境
保
全
上
必
要

な
も

の
、
人

工
造
林

で
利
用
伐
期
令
級

に
達

し
な

い
も

の
は
原
則
と
し

て
除
外
す

る
。
②
河
川
両
岸

の
森
林

は
幅
員

二
〇
～

一
〇
〇

m
を
保

全
し
、
河

川
生
熊
系
を
守
り
、
魚
類
生
息

に
支
障

の
な

い
よ

う
に
す

る
。
③
農
家
林
約

四
〇
万
㎞
の
う
ち
四
〇

%
を
失
う

こ
と
は
、
民
有
林
振
興
対
策
上

か
ら
も

農
畜
林
復
合
経
営
上
か
ら
も
検
討

を
要
す
。
④
農

用
地
拡
大
が
乳
牛

と
肉
牛

の
頭
数
増
加

に
指
向
さ

れ

て
い
る
が
、
三
期
計
画

の
実
績

と
自
給
飼
料
、

土
地
、
労
働
、
資
本
、
糞
尿

還
元
な
ど

か
ら
も
適

正
頭
数
が
望
ま
れ
、
多
頭
飼

育
は
問
題
が
多
い
。

⑤
森
林

の
生
産
力
は
地
位
級

に
よ

っ
て
大
差
が
あ

り
、

一
級
地

の
二
〇
万

㎞
は
二
倍

の
四
〇
万
㎞
に

該

当
し
、
資
源
対
策
上
問
題
が

す

こ
ぶ

る
大

き

い
。
ま
た
、
森
林
が
農
水
産
業

に
寄
与
し
て
い
る

数

々
の
役
割
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な

い
。
⑥
投

機
的

に
買
占
め
ら
れ
た
遊
休
農
林
地
約

一
〇

・
二

万
㎞
を
ま
ず
調
査

、
活
用
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

09

調
整
の
方
向

①
日
本
人

の
食
生
活
は
最

近
摂
取

カ

ロ
リ
ー
も
減
少
し
食

べ
過
ぎ
て
い
る
と

の
意
見
も
あ
り
、
国
民
栄
養
基
準

に
よ
る
食
糧
政

策

の
再
検
討

を
図
る
。
②
道
発
展
計

画

の
土
地
利

用
区
分
で
は
原

野
二
四
万
㎞
、
そ

の
他
五
〇
万
㎞

で
あ

る
が
、
道
統
計
書

で
は
原
野
七

二
万
㎞
、
課

税
対
象

原
野
四
〇
万
㎞
と
な

っ
て
お
り
、
地
目
そ

の
他

で
不
明
確
な
も

の
二
五
万
㎞
が
あ
る
の
で
、

原
野
は
少
な
く
と
も
四
〇
万
㎞
以
上
は
あ

る
と
考

え
ら
れ
、
調
査
が
必
要
で
あ

る
。
③
採
草
放
牧
地

二
二
万
㎞
と
混
牧
林
六
万
㎞
中

に
森
林
計
画

に
編

入
さ
れ
て
い
る
森
林
約
七
万
㎞

の
役
割
を
見
落

と

し

て
は
な
ら
な

い
。
④
肥
培
管
理
し
て
い
な
い
牧

草

地

一
・
四
万
㎞
、
採
草
野
草

地
四

・
二
万
㎞
、

軽
馬
種
用
地
四
万

㎞
を
見
直
し
、
生
産
力
増
強
を

図
る
。
⑤
道
内
ゴ
ル
フ
場

一
・
二
万

㎞

(
一
二
五

カ
所
)

は

一
級
農
林
地

に
乱
立
し
、
農
林
資
源
上

か
ら
抜
本
的
対
策
を
図
る
。

⑥
五
十
年
度
農
地
の
不
作
付
面
積

二

・
八
万
㎞

の
利
用
と
、
生
産
力
向
上
を
図
る
。
⑦
原
野
二
四
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万
㎞
、
そ

の
他
五
〇
万
㎞
お
よ
び
離
農
跡
地
な
ど

の
洗
い
直

し
調
査

に
よ
る
活
用

と
生
産
力

二
〇
～

三
〇

%
増
大

に
よ

っ
て
、
森
林

二
〇
万

㎞
の
転
用

は
二
分

の

一
く
ら

い
に
お
さ
え
ら
れ

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
⑧
森
林
法

の
林
地
開
発
行
為
規
制

基
準

に
よ
る
行
政
判
断
の
み
で
は
転
用
困
難
な
場

合

、
あ

る
い
は
公
正
を
欠
く
場
合
も
予
想
さ
れ
る

の
で
、
総
合
的
土
地
利
用
調
整
を
期
す
た
め
に
は

行
政

、
学
識
経
験
者

、
専
門
技
術
者
、
住
民
代

表

な
ど

か
ら
な
る
連

絡
調
整

の
新
し

い
シ
ス
テ

ム
を

早
急

に
検
討
す
る
。
⑨
地
域

の
環
境
保

全
が
、
生

産

に
役
立

つ
基
本
手
毅

で
あ
る
と

い
う
認
識

に
立

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
農
山
漁
村

の
環
境
整
備

は
単

に
農
林
水
産
用
地

の
土
地
利
用
区
分
計
画
だ

け

で
な
く
、
森
林

、
水

お
よ
び
集
落

を
含
め
た
広

域
的
区
域
指
定
と
規
制
と
計
画
を
盛

り
込

ん
だ
地

域
秩
序
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
十
分

に
検
討
さ
れ

る

べ
き
で
あ
る
。
⑩
数
百
㎞
以
上

の
大
規
模
農
地

開

発
に
際

し
て
は
、
地
域
の
各
分
野

の
生
産
基
盤

の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
農
、
畜
、
林
、
水
産

の
土
地
利
用
区
分
と
、
そ

の
実
行

に
関
す
る
総
合

複
合
的
な
経
営
組
織
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ

に
は
各
行
政
分
野
、
市
町
村
、
学
識

経
験
者

お

よ
び
住
民
代
表
が

一
体
と
な

っ
て
事
前

に
十
分
検

討

し
合
う

こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
、
新

し
い
計
画

調
整
と
実
行
過
程

に
わ
た
る
チ

エ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム

化
が
必
要

で
あ
る
。

ω

ゆ
ら
ぐ
農

用
地
指
標

本
年
十

一
月

、
道

開
発
庁

は
新
道
総
合
開
発
計
画
(
53
～

62
)
、
試
案

を
発
表

し
た
。
第

三
期
計
画
の
高
度
成
長
型

の
大

型

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
開
発
方
式

の
軌
道
修
正
を
は
か

り
、
地
域
環
境
圏
構
想
を
打
出

し
、
河
川
流
域

の

国
土

の
保
全

・
利
用
を
は
か
り
、
自
然
、
生
活

、

産
業

の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ

た
生
活
定
住
圏
を
確
立

す

る
と

い
う
、
生
態
系
重
点

の
発
想
と
な

っ
た
。

開
発
庁
は
農
林
省

の
水

田
利
用
再
編
策

に
呼
応
し

食
糧
基
地
化
、
大
規
模
酪
農
基
地
の
建
設
方
式
を

改
め
、
道
発
展
計
画

の
六
十
二
年
水

田
指
標

二
五

万
㎞
を
修

正
し
て

一
六
～

一
七
万

㎞
に
減
じ
、
稲

作
、
畑
作

、
酪
農

を
お
り
込
ん
だ
田
畑
転
換

の
方

向
を
打
出

し
、
農
業
開
発
は
量
か
ら
質

へ
の
方
向

転
換

を
策

し
た
。
国

は
五
十

三
年

か
ら

一
〇

力
年

事
業

と
し
て
水

田
利
用
再
編
策

で
、
水
田
四
〇

万

㎞
で

コ
メ
作

り
を
や

め
、
.年
間

一
七
〇
万
ト

ン
を

減
産

し
て
小
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

の
増
産
を
目

ざ

し
、
道
発
展
計
画

の
水

田
指
標

二
五
万
㎞

の
三

五
%
に
当
る

八

・
八
万
㎞
の
転

換

が

提

示

さ

れ

た
。

こ
の
水
田

の
大
幅
修
正
は
、
農
用
地
拡
大
目

標

の
見
直
し
に

つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

㈱

住
民
主
体
制

今
後

一
〇
年
間

に
農
地

一

二
八
%
、
工
業
用

地

一
帆
八
%
の
拡
大

の
た
め
森

林
と
原
野
を
大
幅

に
削
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
森

林
、
原
野
が
持

つ
多
様
な
生
態
系
機
能
を
軽
視
し

た
開
発
は
、
将
来

に
大
き
な
禍
根

と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

農
林
省

は
農
林
業

の
近
代
化
政
策

に
よ
る

ヒ
ズ

、・・
に
目
覚
め
最
近
、
複
合
経
営
が
見
直

さ
れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。

こ
れ

か
ら
は
市
、
町
、
村
が
中
心

と
な

っ
て
、
農
協

、
漁
協

、
森
林
組
合
な
ど

の
各

分
野

の
生
産
者
団
体
と
生
協

な
ど

の
消
費
者
団
体

と

の
協
調
を
は
か
り
、
地
域

全
体

の
自
然
環
境

を

守
り

つ
つ
河
川
、
沿
岸

の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、

住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
地
域

総
合
発
展
計
画
を
煮

つ
め
て
、
森
林
、
土
地
、
水

の
合
理
的
利
用
と
生
産
力
向
上
を
は
か
り
、
ご
ま

か
し
の
な
い
住
民
参
加

の
体
制
づ
く
り
を
目
ざ
し

て
、
住
民
の
自
主
的
活
動
を
中
心
と
し
た
施
策

の

確
立
が
望
ま
れ

る
。

三
、
都

市

開

発

建
設
省

は
国
土
利
用
計
画
審
議
会

で
、
市
街
化

区
域
に
あ

る
農
用

地
、
森
林

、
原

野
約
四
〇
万
㎞

の
う
ち
約
三
〇
万
㎞
を
都
市
的
利
用

に
拡
大
す
る

ほ
か
、
市
街
地
面
積

一
四
〇
万
㎞
を
拡
大
し
て

一

五
三
万
㎞
と
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
。
さ
ら

に

道
路

、
河
川
、
水
路
な
ど
、
そ

の
利
用
が
市
街
地

内
外

に
及
ぶ
線
的
利
用
を
含

め
て
約

=

ハ
五
万
㎞

と
し
て
、
新
た
に
必
要
面
積
は
約
五
〇
万

㎞
に
な

る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
①
都
市
的
土
地
需
要

に
対
し
て
従
来
は

既
成
市
街
地
と
そ

の
周
辺
を
中
心
と
し
て
農
地
六

～
七
割
、
森
林
三
～
四
割

の
割
合

で
供
給
し

て
い

る
が
、
都
市
圏
内

の
森
林

の
賦
存

量
は
極

め
て
少

な
く
な

っ
て
い
る
。
市
街
化
区
域

に
約
四
万
㎞
程

新市的利用転換構成
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宅

場

荘

場

他

け

の

住

工

別

ヵ

そ

227,993 100計
A
口

度

し
か
森
林

は
残

っ
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
改
正
森
林
法
に
よ
る
全
国
森
林
計
画

の
改
定

作
業

の

一
環
と
し
て
森
林
機
能
別
調
査

(木
材
生

産
、

水

源
か
ん
養
、

山
地
災
害
防
止
、

保
健
保

全
)
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
土
利
用
計
画
上

か

ら
有
力
な
根
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

林
野
庁

の
調
査

で
は
里
山
広
葉

樹
林

は
約
四
〇

〇
万
㎞
と
さ
れ
、
北
海
道

は
少
な
く
約

二
〇
万
㎞

と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
天
然
林

の
う

ち
、
傾
斜

一
五
度
以
下
で

一
〇

㎞
以
上
ま
と
ま
り

(農
用

地
に
接
す
る
も

の
は
二
㎞
)

の
あ
る
も
の

は
約

一
一
〇
万
㎞
と
推
定
さ
れ
、
大
半
が

シ
イ
タ

ケ
原
木
な
ど

の
集
約
施
業
が
行
わ
れ
、
ア
カ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ
、

カ
ラ
マ
ツ
の
用
材
林

に
し
森
林
と
し

て
保
全

の
必
要
な
も

の
が
多
く
、
他
に
土
地
利
用

の
可
能
条
件

に
あ
る
も
の
は
約
四
〇
万
㎞
程
度
と

さ
れ
、
本
道

の
民
有
林
で
は
約

一
〇
万
㎞
内
外
と

推
定
さ
れ

て
い
る
。
道
発
展
計
画

の
人

口
指
標

は

六
二
〇
万
人
で
あ

っ
て
、
都
市
人

口
は
七
〇
～
七

五

%
に
当
る
四
三
〇
～
四
六
〇
万
人
が
見
込
ま
れ

一
人
当
り
都
市
林
の
最
小

必
要
面
積

一
〇
〇
～

一

.Z9



二
〇
㎡
と
す
れ
ば
、
五
～

六
万
㎞
が
都
市
林
整
備

の
目
標

と
な

る
。

第

三
次
保
安
林
整
備
計
画

で
は
五
十

八
年

ま
で

に
道

内

で
保
健
保
安
林
指
定
約

五
万
㎞
が
期
待

さ

れ
、
道
発
展
計
画

で
は
六
十

二
年
ま
で
に
六

・
六

万
㎞

の
指
定
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
道
発

展

計
画

で
は
、
宅
地
は
八

・
一
万
か
ら

一
〇

・
七

㎞
、
す
な
わ
ち

二

・
五
万
㎞
増
加
が
見
込

ま
れ

て

い
る
。

次

に
四
十
五
～
四
十

九
年
、
国
土
庁

の
全
国
の

都

市
的
土
地
利
用
転
換

(
五
㎞
以
上
)
実
績
表

を

示

せ
ば
、
住
宅
と
ゴ
ル
フ
場
が
と
も
に
三
三
%
、

工
場

一
二

%
、
別
荘
と
そ

の
他
と
も

に

一
一
%
で

あ

っ
て
、
国
土
利
用
計

画
か
ら
ゴ
ル
フ
場

の
比
重

増
大

は
極

め
て
問
題
が
大
き

い
こ
と
を
指
摘

し
た

い
。四

、
札
幌
の
未
来
像

五
十

一
年

六
月

、
全
国
市
長
会
議

は
都
市
政
策

`
提
言

で
、
自
然
と

の
調
和
、
国
土
に
調
和
し
た
豊

か
な
個
性

、
う

る
お
い
の
あ
る

コ
ソ
ミ

ュ
ニ
テ
イ

の
創
造
、
行
政
と
市
民
と
の
協
力
な
ど
の
都
市
像

を
う
た

い
、
水
資
源

の
確
保
、
土
地
利
用

の
整
備

、

市

街
化
区
域

の
三
〇
%
を
公
園
、
緑

地
と
し
て
確

保

な
ど
を
あ
げ
た
。
札
幌
市

の
土
地
利
用
基
本
計

画
案

は
別

表

の
ご
と
く

で
、
全
市
面
積

は

一
一
・

一
万

㎞
で
あ
り
約

三
六
%
が
重
復

し
て
い
る
。

た

だ

し
農
業

地
域
は
農
用
地
区

一
、
六
六
四
㎞
、
農

土地利用基本計画

hα

70,550

23,150

19,115

56,990

169,805

森林地域

自然公園

農業地域

都市地域

合 計

札 幌 市 内 森 林 現 況 表

廟 醐 保安林1這細

含計1

封有::

ミ有

hα:

70,376i56,0899,51E

(100%)(75)(5,781)

56,324i54,8005,52⊆

(80%)1(97);(5,529〕

14,05411,289・3,98(

(20%)(0.09)1(252〕

保安林臆 条例沫 規制

:Ihα
56,089

(75)

54,800

(97);

1,289・

(0.09)1

9,515・10
,555(5

,781)

5,52911
,524(5

,529)

瀦i9,・31

自然公園k5,781)水i
重復20,500源 保 と重復}

要

舗

麟

賄

摘

用
地
区
外

一
七

・
四
五

一
㎞
で
、
耕
地
は
六
、
七

二

一
㎞
と
な

っ
て
お
り
、
都
市
地
域
は
市

街
化
区

域

二
二
、
〇

一
〇

㎞
で
、
こ
の
中
に
農
地
四

・
五

〇
〇
㎞
が
含
ま
れ

、
調
整
区
域

は
三
四

・
九

八
○

㎞
で
あ
り
、
こ
の
中

に
多
く

の
森
林
が
あ

る
。

四
十

一
～
四
十

九
年
間

に
約
四

・
二
万
㎞

の
宅

地
が
造
成

さ
れ

た
が
、
建
物
が
建

っ
て
い
な

い
も

の
が
約
六
〇

%
あ
り
、
今
後

一
〇
力
年

の

ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
五
十

一
年
十

二
月
、

新
札
幌
市
長
期
総
合
計
画
で
は
二
〇
年
後

の
人

口

を

一
八
○
万
人
と
し
、
人

口
密
度

七
五
人

/
㎞
、

市
街
化
区
域

二

・
五
万
㎞
を
限
度

と
し
た
。
市
街

化
区
域

は
二
〇
力
年

で
五
千
㎞

増

が

計

画

さ

れ

た
。次

に
森
林
は
別
表

の
ご
と
く
約

七
万
で
、

一
人

当
り
○

・
〇
五
三
㎞
で
あ
る
。
民
有
林

の
内
訳
は

道
有
林

二
一コ

、
市
有
林

一
、
四
六
三
、
私
有
林

一
二
、
四

六
〇
、
会
社
林
五
、
四
二

一
、
学
校
林

三

八
五

で
あ
る
。
未
規
制

森
林
は
約

一
万

㎞
で
あ

る
。

「
森
林
を
よ
く
す
る
会
」

の
提

言
要
旨

は
市

街
地
を
と
り
ま
く
森
林
を
都
市
林

と
し
て
整
備
し

自
然
環
境
を
守

り
市
民
に
休
養

と
活

力
を
与
え
る

機
能
充
実
を
は
か

っ
て
、
市

の
長
期
計
画

一
八
○

万
人

の
シ
ビ

ル
ミ

ニ
マ
ム
目
標
を
二
〇

力
年

一
・

八
万
～

二
万
㎞
の
森
林

の
適

正
な
位
置
づ
け
が
必

要

で
あ
り
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
十
分

に
、
し

か
も

公
平

に
配
置

さ
れ
、
そ
の
多
様
な
機
能
が
発
揮
さ

れ
市
民

の
森
と
い
う
情
感
が
湧

い
て
く

る
こ
と
が

大
切

で
あ
る
。

そ
れ
で
受
益
者
負
担

の
原
則

に
立

っ
て
森
林
所

有
者

の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う

に
都
市
林

整
備

、
保
安
林
指
定

、
公
有
化
な
ど

の
諸
施
策
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ
が
た
め
関
係
者

の
対
話
協
調

の
場
を
設
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
受
益

者
代
表
と
し
て
札
幌
市
が
中
心
と
な
る
都

市
林
委

員
会

の
設
置
を
提
案

し
た
。
市
は
五
十

二
年
四
月

新
札
幌
市
緑
化
推
進
条
例
を
定
め
、
緑

の
審
議
会

を
設
け
た
。
し

か
し
条
例

は
都
市
緑
化
保

全
法

の

札
幌
版
で
、
損
失
補

…償
、
土
地
買
入
、
罰
則

の
条

項

は
消
え
、
審
議
会
委
員

に
所
有
者
代

表
を
欠
き

構
成

に
も
問
題
が
あ
る
。
根
本
的
な
問
題

は
、
都

市
緑
地
保

全
法

の
保

全
計
画
で
は
、
自

然
公
園
と

都
市
林

の
本
命

で
あ
る
保
健
保
安
林
と
、
風
致
保

安
林
と
が
除
外

さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
広

く
関
係
者
を
結
集
し
た
都
市
林
委
員

会

の
結
成
が
急
務

で
あ
ろ
う
。

札
幌

の
水
資

源
は
豊
平
川
表
流
水
七

一
万

ト
ン

/
日
と
小
樽
内

ダ

ム
建
設
計
画
約
二
六
万

ト
ソ
/

日
、
合
計

九
七
万

ト
ソ
/
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、

渇
水
期
の
環
境
維
持
用
水
、
地
下
水
限
度

お
よ
び

石
狩
湾
新
港
開
発

な
ど

に
よ
り
重
大
な
ピ
ソ
チ
が

予
想

さ
れ
る
。
自
然

の
ダ

ム
の
森
林

は
、
そ

の
整

備

に
よ
り
水
源

か
ん
養
機
能

は
約
二
〇

%
増
大
す

る
と
さ
れ

、
第

三
次
保
安
林
整
備
計

画
に
従

い
市

内

全
森
林

を
水
源

か
ん
養
保
安
林
に
指
定

し
、
都

市
林
二
万

㎞
の
二
分

の

一
を
保
健
保
安
林
な
ど

に

重
復
指
定

し
、
そ

の
三
分
の

一
を
公
有
化
す
る

こ

と
を
提
案

し
た
。
ゴ

ル
ブ
場
は

=

ヵ
所
約

一
、

○
○
○
㎞

で
、

一
カ
所
造
成
費
二
五
億

で
約

二
五

〇
億
円
が
投
じ
ら
れ
、
維
持
管

理
費
五
千
万
円

で

年
間
約
五
億
円
と
な
る
。

都
市
公
園
は
約

五
〇
〇
㎞
、緑
地
約

三
〇
〇

㎞
、

計

八
○
○
㎞
で
年

間
約

二
五
億

円
が
投
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
民
有

林

一
・
四
万
㎞
は
年
間
道
費
八
千

万
円
、
市
費
三
千
万
円

、
計

一
・
一
億
に
す
ぎ
な
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い
。
保
健
保
安
林
な
ど

の
用
地
取
得

は
都
市
公
園

と
同
様
に
国
費
補
助

三
分

の

一
が
あ
り
、
起
債
、

利
子
補
給

な
ど

を
フ
ル
に
活
用
し
た
い
。
東
南
丘

陵

地

に
不
動
産
業
者

に
買
占

め
ら
れ
た
遊
休
林
地

は
約

一
、
○
○
○

㎞
も
あ
り

、
行
政
と
市
民
が

一

体
と
な
り
、
ま
ず

こ
れ

ら
の
公
有
化
を
促
進
す

べ

き
で
あ
ろ
う
。

東
南
部
火
山
灰
丘
陵
地

は
ミ
ズ

ナ
ラ
、

シ
ナ
ノ

キ
、
ク
リ
な
ど
広
葉
樹
林
と

カ
ラ
マ
ツ
造
林
地
が

多

く
、
開
発

に
は
表
土
が
浅
く
侵
食
が
起
き
易
く

不
利
な
条
件

に
あ

る
が
、
水
源

か
ん
養
機
能
は
最

も
高
く
市
街
地
に
接

し
保
健
休
養
機
能
も
高

い
の

で
、
現
在

の
森
林
を
保
全
し
そ

の
整
備
を
図
る
。

北
部
低
温
地
帯

は
国
有
防
風
保
安
林

を
中

核
と
し

河
岸
、
沼
湖
側
辺
を
利
用
し
新
し
い
都
市
林
造
成

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら

の
札
幌

の
都
市
づ
く
り
の
基
調

は
、

都
市
砂
漠
化
と
巨
大
化
を
防
止

す

る

こ

と

で
あ

る
。
環
境
緑
化
対
策

は
計
画
、
設
計

、
管

理
を
含

め
て
、
大
幅

な
市

民
参
加
が
望
ま
れ
る
。
都
市
林

整
備
と
環
境
緑
化
対
策

は
多
く

の
課
題

は
あ

る
が

市
民

の
声

を
受

け
と
め
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大

切

に
し
、
長
期
目
標

に
よ
る
年

次
計
画

と
財
政
的

裏
付
を
行
い
、
近
隣
市
町
村

や
関
係
機
関
と

の
協

調
を
は
か
り

つ
つ
そ

の
強
力
な
実
行
が
最
も
大
切

で
あ
る
。

§

日
本

の
農
林
水
産
業

は
重
大
な
危
機
に
直
面

し

て
お
り

、
こ
れ
が
打
開
は
国

民
的
課
題
で
あ
る
。

去
る
七
月
、
全
国
自
然
保
護
連
合

は
総
会

で
、
不

況
打
開
を
図
る
産
業
界

の
環
境
行
政

へ
の
圧
力

と

自
然
保
護
運
動

の
敗
退
を
反
省
し

て
役
員
総

退
陣

し
、
規
約
と
運
動
方
針
を
改

め
、
協

調
か
ら
斗
争

へ
の
路
線
修
正
を
行

っ
た
。
道
内

の
自
然
保
護
運

動
も
逐
次
、
地
区
、
地
域

の
自
主
的
団
体
組
織
化

が
進
行
し
て

い
る
。
自
然
保
護

協

会

も

近

く

規

約
、
運
営

の
刷
新
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

従
来

、
自
然
保
護
運
動
は
行
政
の
開
発
計

画
発

表
後

、
は
じ
め
て
対
応
し
後
手
敗
退
の
実
例
も
多

く
、
先
手
防
衛
策
は
な
い
も

の
か
、
道
発
展
計
画

の
森
林
や
原
野

の
大
幅
開
発
と
ど
う
と
り
組
む

べ

き
か
、
都
市
林
整
備

や
保
健
保
安

林
の
指
定
、
公

有
化
な
ど
を
ど
う
前
進
さ
す

べ
き

か
、
自
然
を
守

る
用
地
取
得
資
金
の
経
済
対
策

を
ど
う
す
る
か
、

多
く

の
自
然
保
護

団
体

の
力
を

ど

う

結

集

す

る

か
、
閉
ざ
さ
れ
た
運
動
だ
け
で
な
く
開
か
れ
た
運

動

に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
政
府

の
開

発
関
係
公
共
事
業
大
型
予
算
化

の
情
勢
下
に
あ

っ

て
自
然
保

護
運
動

の
使
命
は
重
大

で
、

こ
れ
か
ら

が
本
番
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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